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変
化
し
、
将
来
が
展
望
し
に
く
い
時
代

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
る
べ
き
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
に
は
、
幅
広
い
知
識
と
柔
軟
な
思

考
力
に
基
づ
い
て
、
変
化
に
た
じ
ろ
ぐ

こ
と
な
く
、
自
立
し
た
人
間
と
し
て
主

体
的
に
判
断
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働

し
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
た

め
の
力
が
必
要
で
す
。

◆
な
ぜ
一
貫
教
育
を

　
　
　
　
　
　
進
め
る
の
？

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
現
在
、
市

が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
で
き

る
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
次
の
目
的

と
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
幼
小
中
一
貫

教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
目
的
】

夢
を
抱
き
、
た
く
ま
し
く
次
の
一
歩

を
踏
み
出
す
15
歳
の
育
成

【
目
標
】

①
学
力
の
向
上
や
不
登
校
の
減
少

②�

社
会
生
活
で
必
要
と
な
る
資
質
・

能
力（
考
え
る
力
）の
育
成

③�

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
た「
オ
ー
ル
袋
井
」に
よ

る
子
育
て
体
制
の
充
実

◆
一
貫
教
育
の
背
景 

◉
現
在
、
学
校
が
抱
え
て
い
る
課
題 

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、

情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
環
境
の
急
激
な
変
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
学
校
教
育
に
は
様
々
な
課
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
の

低
下
や
学
習
の
つ
ま
ず
き
な
ど
を
抱
え

た
ま
ま
で
の
進
級
・
進
学
、
さ
ら
に
は

不
登
校
な
ど
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

◉
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
A
I（
人
工

知
能
）を
は
じ
め
と
す
る
技
術
革
新
が

進
展
し
、
急
激
に
社
会
・
産
業
構
造
が

3歳から15歳までの学びをつなぐ「幼小中一貫教育」。市では、これからの新しい時代を見据え、
「自立力」と「社会力」を兼ね備えた子どもたちを育てるため、幼児期からの一貫した教育を進めていま
す。一貫したカリキュラムに基づいた教育を幼児教育から中学校までの12年間行うことで、子どもた
ちの力を効果的に引き出していきます。  

問教育企画課幼小中一貫教育推進室　☎44–3194

幼小中一貫教育を推進！

 ～夢を抱き、たくましく　　 次の一歩を踏み出す15歳の育成～

袋井の学校教育の現状
■学力が全体的に低い※1

全国の平均正当率との差　小6…▲3.0％　中3…▲2.2％

■自己有用感が低い※1
「将来の夢や目標を持っている」と思う児童生徒の割合
　袋井市…小66％　中37％　全国…小70％　中45％

「自分には、よいところがある」と思う児童生徒の割合
　袋井市…小32％　中30％　全国…小39％　中28％

■不登校や問題行動が多い（平成28年度調査)
小中学校における不登校児童生徒の発生率
　袋井市…小0.49％　中4.77％
　全　国…小0.48％　中3.01％

※1…平成29年度全国学力・学習状況調査



幼小中一貫教育を推進！ ～夢を抱き、たくましく次の一歩を踏み出す15歳の育成～

幼児期を含めた一貫教育を進めます
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「
自
立
力
」と「
社
会
力
」を

　
身
に
付
け
た
15
歳
に  

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
近
い
未
来
に

社
会
人
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、

定
番
の
ゴ
ー
ル
を
示
し
て
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
で
き
る
の
は
、
時
代

の
向
か
う
で
あ
ろ
う
大
体
の
方
向
を
示

し
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ
て
あ
げ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
は
、

そ
こ
か
ら
自
分
で
選
ぶ
の
で
す
。

ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
、
子

ど
も
た
ち
に
は
変
化
を
楽
し
み
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
ほ
し
い
。
幼
小
中
一
貫

教
育
を
通
じ
て
、
一
人
で
生
き
る
力「
自

立
力
」と
み
ん
な
で
生
き
る
力「
社
会

力
」を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け
、
主

体
性
を
備
え
た
15
歳
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
の
出
口
で
あ
る
15
歳
ま
で

の
成
長
を
中
学
校
の
教
員
だ
け
で
な

く
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
教
員
も
見

守
り
、
家
庭
や
地
域
、
行
政
も
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

・教科カリキュラム（国語、算数、数学、理科、社会、体育など）
・教科外カリキュラム（キャリア教育、生活指導、学習指導など）

小中一貫教育プログラム

幼小接続
カリキュラム

●現在の教育

●一貫教育導入後

幼児教育 小学校 中学校

小学校 中学校

3歳 4歳 5歳 1年

小1プロブレム
とまどいの原因
・生活習慣の変化
・対人スキルの未習得　など

2年

つまずき

とまどい
つまずき

3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年

3歳 4歳 5歳 1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年

中1ギャップ
小・中学校間の主な差異
①授業形態　②指導方法
③評価方法　④生徒指導の手法
⑤部活動の有無

幼小中一貫教
育プログラム

就学前教育
　 カリキュラム

幼児教育

就学前教育・幼小接続プログラム

より高く
登れる

◆
幼
小
中
一
貫
教
育
と
は
？

幼
児
教
育（
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
）３
年
間
と
小
学
校
６
年
間
、
中
学
校

３
年
間
の
12
年
間
を
一
つ
の
期
間
と
し

て
捉
え
、
系
統
的
な
教
育
を
目
指
す
も

の
で
す
。

市
で
は
、
現
在
の
４
つ
の
中
学
校
区

ご
と
に
、
現
在
の
施
設
で
施
設
分
離
型

の
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

学
校
間
の
教
育
活
動
の
効
率
化
と
情

報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
I
C
T
環

境
を
有
効
に
活
用
し
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
４
つ
全
て
の
校
区
で
一
貫
教
育
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◉
幼
児
期
か
ら
ス
タ
ー
ト

全
国
的
に
、
小
中
一
貫
教
育
の
流
れ

は
あ
り
ま
す
が
、
本
市
は
、
幼
児
期

を
含
め
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

小
学
校
か
ら
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
幼
児
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
３
年
・
小
学
校
６
年
・
中

学
校
３
年
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る
12
年

を
つ
な
が
り
の
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

◉
幼
児
教
育
で
学
習
の
土
台
を
つ
く
る

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
、
幼
児
期
と
小
学

校
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た「
就
学
前

教
育
・
幼
小
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実

施
。
学
習
の
土
台
と
な
る「
生
活
習

慣
」、「
学
び
に
向
か
う
力（
※
３
）」、

「
思
考
・
表
現
の
基
礎
と
な
る
力
」を

幼
児
期
の
う
ち
に
段
階
的
に
身
に
付
け

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
、
意
欲
的
に
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

※
３
…�
好
奇
心
、
協
同
性
、
が
ん
ば
る
力
な
ど

を
指
す
。
読
み
、
書
き
、
計
算
な
ど
テ

ス
ト
で
測
る
こ
と
の
で
き
る
力
と
は
異

な
り
、「
非
認
知
能
力
」と
も
い
う
。

◆
袋
井
の
一
貫
教
育
の
特
徴 

◉
考
え
る
力
と
自
己
有
用
感
を
育
て
る

　

新
し
い
時
代
に
は
、
他
者
と
協
働
し

な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
基
礎
と
な
る「
考
え
る
力
」を

育
て
る
た
め
、
教
科
に
お
い
て『
思
考

ツ
ー
ル（
※
２
）』を
活
用
し
、
考
え
を

深
め
合
う
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
そ
し

て
、「
わ
か
っ
た
」、「
で
き
た
」と
い
う

学
び
の
実
感
を「
自
己
有
用
感
」の
醸
成

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

※
２
…�

頭
の
中
の
考
え
を
形
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
図
の
こ
と
。

鈴 木 典 夫 教 育 長


